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特別定額給付金
給付事業　

29 億 3165 万円

地域を支える
「おばまチケット」循環事業

2 億 1,224 万円

道の駅若狭おばま 農産物活用による
地域循環プロジェクト

9,785 万円

■子ども医療費助成事業　6,952 万円
　中学生までの子どもを対象に医療費を助成。
■病児・病後児保育事業　803 万円
　病児・病後児を一時的に預かる保育環境を整備。
■放課後児童健全育成事業　5,801 万円
　昼間保護者のいない家庭の小学校児童を保育。
■公立小浜病院組合負担金　7 億 8,913 万円
公立小浜病院の円滑な運営のための負担金およ
び経営改善アドバイザリー導入に係る負担金。

■新・健康管理センター整備事業　2,012 万円
新・健康管理センター整備に向けた実施設計
などを実施。

■廃棄物処理広域化推進事業　1,143 万円
　広域ごみ焼却施設の整備のための若狭広域行
　政事務組合への負担金。
■原子力災害対策施設整備事業　2 億 4,684 万円
内外海小学校体育館の放射線防護対策強化工
事を実施。

■多面的機能支払交付金事業　9,170 万円
農用地、水路、農道などの地域資源の保全活
動を行う地域の組織を支援。

■重伝建地区保存修理事業補助金　3,340 万円
重要伝統的建造物群保存地区内の伝統的建造
物の修理などを支援。

■企業振興助成金　5,000 万円
企業立地の促進のため企業振興助成金を交付
（株式会社悠晴）。

■民間活力による「鯖、復活」養殖拡大プロジェ
　クト　773 万円
　養殖事業を市の事業から民間事業体へ移行。
■下水道事業繰出金等　8 億 4,982 万円
公共下水、農業集落排水、漁業集落環境整備
事業の運営のために繰り出し。

■おうちでごはん：子育て世帯応援事業
　2,337 万円
市内飲食業・子育て世帯の負担軽減のため食
事券を配布。

■小中学校ネットワーク整備事業　1 億 4,868 万円
小中学校における高速大容量の通信ネット
ワーク環境（校内 L

ラ ン

AN）などを整備。
■小中学校情報機器整備事業　9,996 万円
　児童生徒１人１台タブレット機器を整備。

歳出 199 億 1,897 万円 歳入 205 億 9,796 万円
差し引いた
約6.8億円
が黒字です

総務費
54 億 5,394 万円

（27.4%）

民生費
46 億 4,783 万円

（23.3%）
衛生費
18 億 6,040 万円

（9.3%）

土木費
19 億 4,640 万円

（9.8%）

教育費
16 億 5,495 万円

（8.3%） 公債費
17 億 2,293 万円

（8.7%）

労働費
1億5,122万円（0.8%）

農林水産業費
8 億 6,221 万円

（4.3%）

商工費
8 億 6,113 万円

（4.3%）

消防費
5 億 8,279 万円

（2.9%）

議会費
1 億 7,517 万円

（0.9%）

※表示単位未満を四捨五入しているため、合計と一致しない場合があります
※歳出における災害復旧費は 0円（なし）のため、グラフには計上していません
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令和２年度の主な取り組み

市民１人あたり 10万円の定
額給付金を給付

地域商品券「おばまチケッ
ト」を発行し、地域経済の
活性化や観光消費額の向上、
市民の健康づくりを支援

道の駅を観光・農業振興の拠
点施設に拡充するための改修
工事を実施

地方交付税
55 億 6,480 万円

（27.0%）

市税
 37 億 3,428 万円

（18.1%）

市債
9 億 7,196 万円（4.7%）

国庫支出金
55 億 3,540 万円

（26.9%）

県支出金
17 億 6,778 万円

（8.6％）

地方譲与税等
9 億 402 万円

（4.4%）

諸収入・繰入金等
16 億 9,358 万円

（8.2%）

使用料等
4 億 2,614 万円

（2.1%）

依存財源
（71.6%）

自主財源
（28.4%）

一般会計  歳入歳出決算構成グラフ

新型コロナウイルス感染症の感
染拡大を受けて給付が決定し、
本市は県内最速で給付を開始

市内の飲食店などで使える地域
商品券を発行。関連イベントと
して、消費喚起のスタンプラリー
や、健康づくりのウオーキング
イベントも実施

道の駅に併設されていた旧「四
季菜館」を、地元農産物を利用
したレストランに改修

■令和 2 年度決算報告
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会計名 歳入額（A） うち一般会計繰入金 歳出額（B） 差し引き（A−B）
国民健康保険事業 29 億 8,941 万円 2 億 1,871 万円 29 億 5,499 万円 3,442 万円 
後期高齢者医療 4 億 908 万円 1 億 396 万円 4 億 847 万円 62 万円 
介護保険事業 34 億 3,623 万円 5 億 3,527 万円 33 億 6,822 万円 6,801 万円 
農業集落排水事業 4 億 6,357 万円 1 億 7,634 万円 4 億 5,557 万円 800 万円 
漁業集落環境整備事業 6,836 万円 2,419 万円 6,811 万円 26 万円 
加斗財産区運営事業 2 万円 0 万円 1 万円 1 万円 

※人口は 28,814 人（令和 3 年 3 月末現在）

特定の事業を特定の収入で行う事業で、一般会計とは区別して経理を行う会計

※表示単位未満を四捨五入しているため、合計と一致しない場合があります

健全化判断比率はどの指標とも早期健全化基準以下で、健全な財政状況です

小浜美郷小学校建設事業などで借り入れた市債
の元金償還が開始し、新規借入額を上回ったた
め、前年度より 6億 5,259 万円減少しました。

令和 2 年度末残高　159 億 2,238 万円
市民１人あたり　   約 55 万 3,000 円

基金（貯金）残高の状況

令和２年度は基金から 1億 8,203 万円取り崩し
を行いましたが、5億9,105万円積み立てを行っ
た結果、前年度から 4億 902 万円増加しました。

　健全化判断比率については、いずれの指標とも
早期健全化基準以下であり、健全な財政状況です。
　資金不足比率については、公営企業会計の経営
状況を示すものですが、いずれの会計も資金不足
は生じていません。

特定目的基金
（使い道が決まった貯金）

3 億 2,012 万円

減債基金
（借入金返済の

ための貯金）
3 億 6,529 万円

（円）

0

財政調整基金
（使い道が決まって
　　　いない貯金）
18 億 2,598 万円

令和 2 年度末残高　25 億 1,139 万円
市民１人あたり　  約 8 万 7,000 円

【健全化判断比率】
実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

小浜市の比率 赤字なし 赤字なし 12.0％ 104.3％
早期健全化基準 13.41% 18.41% 25.0% 350.0%

【資金不足比率】
資金不足比率 経営健全化基準

水道事業会計

資金不足なし 20％
下水道事業会計
農業集落排水事業特別会計
漁業集落環境整備事業特別会計

市債（借入金）残高の状況

市の財政状況は健全

特別会計 

（年度）H28 H29 H30 R1 R2

5 億

10 億

15 億

20 億

25 億

（年度）H28 H29 H30 R1 R2

（円）

145 億

150 億

155 億

160 億

165 億

170 億

175 億
159 億 2,238 万円

30 億

民間企業のように事業で得る収益で運営する独立採算型の会計

■令和 2 年度決算報告

企業会計 水道事業・下水道事業

国・地方公共団体と、民間事業者との共同出資により設立された法人第 3 セクター

※各表は、表示単位未満を四捨五入しているため、合計と一致しない場合があります

【貸借対照表】
流動資産      6 億 9,297 万円 流動負債           4,227 万円
固定資産      1 億 6,418 万円 固定負債     　　 5,137 万円
無形固定資産　　　 248 万円 資本金　             4,000 万円
その他資産　　　  706 万円 別途積立金                6 億円
繰延資産　　　        76 万円 利益剰余金  1 億 3,380 万円
　　計  　　 8 億 6,744 万円 　　計  　　 8 億 6,744 万円

【損益計算書】
売上原価  　　8,466 万円 売上高　    3 億 6,758 万円
販売管理費 1 億 7,725 万円 営業外収益　      388 万円
営業外費用     　     97 万円 特別利益　　       19 万円
特別損失　    　　 67 万円
法人税等　     3,710 万円
当期純利益　   7,100 万円
　　計　    3 億 7,165 万円 　　計　    3 億 7,165 万円

㈱
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
若
狭
小
浜

【貸借対照表】
流動資産 　 　 3,025 万円 流動負債　       330 万円
固定資産    1 億 3,358 万円 固定負債　       640 万円

資本剰余金　   8,000 万円
利益剰余金 　  7,413 万円

       計　     1 億 6,383 万円        計　     1 億 6,383 万円

小
浜
市
総
合
卸
売
市
場
㈱

【損益計算書】
営業費用   　　　802 万円 営業収益   　　　843 万円
営業外費用     　      0 万円 営業外収益　     　47 万円
特別損失　    　　 0 万円 特別利益　　       　0 万円
法人税等　     　　36 万円
当期純利益　   　53 万円

計　    　　890 万円 　　 計　    　　890 万 円

お
ば
ま
観
光
局

【貸借対照表】
流動資産     1 億 852 万円 流動負債　     3,365 万円
固定資産         4,154 万円 固定負債　     6,860 万円

資本金　　　  2,500 万円
利 益 剰 余 金      2,281 万 円

   計　         1億5,006 万円    計　      1 億 5,006 万円

【損益計算書】
売上原価   1 億 1,087 万円 売上高       2 億 3,887 万円   
販売管理費 1 億 3,253 万円 営業外収益  　　  890 万円
営業外費用  　　   183 万円 特別利益             1,852 万円
特別損失　          1,763 万円
法人税等             　96 万円
当期純利益            247 万円
　　計          2 億 6,629 万円 　　計          2 億 6,629 万円

水
道
事
業

下
水
道
事
業

経営
状況

売上高は新型コロナウイルス感染症の影響もあり減収となりましたが、減価償却費の減少などにより販売

管理費も減少し、当期純利益は 7,100 万円、前期比で 1,582 万円の増加となりました。

【貸借対照表】
流動資産     8 億 2,093 万円 流動負債   2 億 1,191 万円
固定資産   82 億 6,527 万円 固定負債 13 億 9,275 万円

繰延収益 37 億 6,222 万円
資本金     30 億 7,603 万円
資本余剰金  1 億 2,161 万円
利益余剰金  5 億 2,168 万円

　   計    90 億 8,620 万円 　   計    90 億 8,620 万円

【損益計算書】
営業費用  4 億 9,959 万円 営業収益  4 億 4,923 万円
営業外費用  　3,227 万円 営業外収益  1 億 4,905 万円
特別損失　　 　109 万円
当年度純利益     6,533 万円
　　計　   5 億 9,828 万円 　　計　   5 億 9,828 万円

※各表は、表示単位未満を四捨五入しているため、合計と一致しない場合があります

【損益計算書】
営業費用  9 億 9,637 万円 営業収益  5 億 2,832 万円
営業外費用  1 億 9,498 万円 営業外収益  7 億 1,165 万円
特別損失　 　3,588 万円
当年度純利益       1,274 万円

計 　12 億 3,997 万円 計 　12 億 3,997 万円

【貸借対照表】
流動資産     2 億 4,675 万円 流動負債   9 億 9,316 万円
固定資産 189 億 3,505 万円 固定負債 106 億 9,074 万円

繰延収益  76億6,979万円
資本余剰金  2 億 6,330 万円
利益余剰金 -4 億 3,519 万円

 計   191 億 8,180 万円  計   191 億 8,180 万円

経営
状況

売上は、道の駅若狭おばま、濱の四季ともに昨年度を下回りましたが、町家ステイ事業は昨年度を上回りました。会社全体では、

新型コロナウイルス感染症の影響などで営業利益は赤字ですが、経常利益は各種補助金を活用し 254 万円の黒字を確保しました。


